相談情報部会　(2023.06.22)　守山市立図書館
今回の相談情報部会は、おとな部会の今後の方向を考えるきっかけとして「学校卒業後おとなになった当事者たちの生活について話してみよう」というテーマを設け、参加者６名で行いました。事務局からの情報提供後、話したいことがあれば話すというおしゃべり会になりました。
内容は、子どもを取り巻く環境の変化で起こる母の悩みや支援者の理解について、子どもの気持ちや行動の理解の難しさなどとなり、その話を受け、経験者が具体的な対応例やその時どんな気持ちだったかなどを時間いっぱい話しました。
＜参加者からの感想＞
・日々生活にいっぱい いっぱいで特別に何か考える余裕もありませんが、人の話を聞くことで、自分が今どう感じているかを知ることができました。我が子やよそのお子さんの自閉症あるあるを共有することは、親としての私の気持ちを軽くしてくれました。親の会のおしゃべりは気兼ねなくていいですね。また参加したいと思います。ありがとうございました。
・何で私だけ私のやり方が間違っているのかという思いでいた自分がいました。今日お話しを聞いていただいたり、他の人のお話しを聞いたりして心が少し楽になりました。ありがとうございました。
・子どもが今年３月に養護学校を卒業し、４月から作業所に通い始めたのですが、親も子も学校と違い戸惑う事が多くあり、今日は参加させて頂きました。
先輩のお母さま方のお話を聞き、我が子の事を支援して頂く方々に、ゆっくり丁寧に伝えていく事が大切だなあと思いました。話も聞いて頂き、「また明日から頑張ろう！」という気持ちになれました。　ありがとうございました。今後もいろいろとお世話になりたいと思います。よろしくお願いします。
・皆さんの頑張っておられるお話しを聞かせていただけ嬉しかったです。前向きに子供さんに向き合い、日々努力されている様子に応援したい思いになりました。
・Ｚｏｏｍでしかお話しできなかった時間が長く今日のようにお会いしてお話しできたことが嬉しかったです。皆さん悩みながらの毎日でありながらも模索しながら前進されているように感じました。
